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て調査した．調査方法として，骨モデルに頚部骨折を作成し，Hansson pin system ２本の固定と





が脆弱性骨折の場合は術後転子下骨折の危険があり，初めからプレート付の hip screw の使用を考
慮すべきと考える．
























































方法で固定した．第１に Hansson Pin System
を中枢後方と遠位中央に２本で固定したもの．











































































































脆弱性骨折 脆弱性骨折 H=Hnssonpin C=CCHS
Karretal ClinOrthop１９８５ １／４ 股 ４／４ 股 －
Stoemqvist ActaOrthopScand１９９２ － － ０．４％
神保 ら HipJoint２００１ ２／２ 股 １／２ 股 －
森 ら 臨整外 ２００４ － １／３２ 股 ６．３％
瀧澤 ら 中部整災誌 ２００４ － ３／５ 股 １３％
北西 ら 骨折 ２００５ － － H＝２．１％ C＝７．９
林 ら 中部整災誌 ２００６ １／２ 股 １／２ 股 －
片桐 ら 中部整災誌 ２００６ － － H＝５．６％ C＝１２．９
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